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野田市中途失聴者・難聴者の集い「みみづくの会」は市の市民活動

団体支援補助金を受けて設立20周年記念講演会を開催することに
なりました。

中途失聴者・難聴者・高齢難聴者・難聴児に役立つ『難聴と聞こえに

係わる最新情報』をお伝えします。見て聴いて実感して下さい。

第一部

13:00～

第二部
14:40～

休憩

14:10～

開演

12:30～

「みみづくの会」

● 14:40～16:00
東京医科大学 聴覚・人工内耳センター 教授 河野 淳 氏

〃 言語聴覚士 冨澤文子氏
● 16:00～16:30（個別相談） ●ロビー：メーカーの展示

● 13:00～14:10
千葉県中央障害者相談センター 言語聴覚士 宮崎寛夫氏

● 12:30～12:50
●「みみづくの会」の歩み、活動状況、講演会の取組、
● 情報保障についての説明 パソコン要約筆記、手話通訳
ヒアリングループ（磁気ループ）の利用方法・受信器の貸出

● 14:10～14:40
尺八（白鳥良章氏）・箏（白鳥由果梨氏）・ピアノ（浅川桃子氏）

（OPEN：11:30～）



聴覚障がい者に話の内容、会議の進行、講演の内容などを、リアルタイムで文字通訳する
「筆記通訳」です。 （中途失聴者・難聴者のコミュニケーション支援の一つです。）
要約筆記による対人援助は、個人・集団など、現場の状況に応じた方法で対応します。
１．手書きのノートテイク
２．ＯＨＰ（オーバーヘッドプロジェクター）、ＯＨＣ（オーバーヘッドカメラ）
３．ＰＣ（パソコン）要約筆記 などがあります。

要約筆記には常に話の内容を聞きながら、速く、正しく、読みやすく書く（入力する）
ことが求められます。

補聴器や人工内耳メーカーによる最新機器の
展示・説明と聴覚障がい者に役立つ日常生活用
具や補聴援助機器の展示・説明があります。
時間的には開場～開演までの間にゆっくり見学
して下さい。また休憩時間や講演が終わった後
からでも見て頂けます。

聞こえの講演会

例会は、毎月 第１ ・ 第3 月曜日に開催予定

【日時】 平成30年 4月は、 2 ・ 16日（月）
PM 1:30～4:00

【場所】 総合福祉会館（予定）
【内容】 ・関係行事の連絡や打合せ

・情報交換・親睦交流
※ 見学・参加は自由です。
要約筆記通訳と磁気ループを設置。
「ほたる」のメンバーの参加もあります。
必ずWeb等で部屋の確認をお願いします。

TEL: 7129-7303 FAX: 7127-8575 (吉岡)
http://mimi-comm.com/

平成30年3月18日（日）開催
野田市文化会館 大ホール
補聴器・人工内耳メーカー展示
難聴者に役立つ日常生活用具・
補聴援助システムの展示

当日の講演には聴覚障がい者への配慮として、手話通訳、
パソコン要約筆記、ヒアリングループ（磁気ループ）が付きます。
また、受付や展示会場では、のだ要約筆記サークル「ほたる」
のメンバーによるノートテイクのサポートがあり、筆談で対応
します。どうか気軽に声を掛けて下さい。聴覚障がい者が単
独でお越しになっても大丈夫です。
障害の有無に関係なく、どなたでも参加出来ますので、ご

家族・ご友人などお誘い合わせの上、多数ご参加下さい。

また、磁気ループからの音声を聞き取る磁気誘導コイル
（Ｔコイル）付の補聴器をお持ちでない方には、受付で専用の
受信器の貸出をします。（数に限り有りがあります）

ヒアリングループとは難聴者の聞こえを支援する設備で、ループアンテナ内で
誘導磁界を発生させることで、音声磁場をつくります。
磁気誘導コイル付補聴器や人工内耳のスイッチを「Ｔ」または「ＭＴ」に切り

替えることにより、マイクを通した発言者の音声が直接補聴器や人工内耳に
入るシステムです。周囲の雑音に煩わされることなく聴き取り易くなる装置で
す。野田市文化会館の前席（約350席）には磁気ループアンテナが埋設されて
いますので、是非、聞こえ具合を試してみて下さい。

（磁気ループ）

常設・ヒアリングループ席

難聴者に音楽？と不思議に思われる方がおられるかも
知れませんが‥‥。
難聴者の聴き取り易い楽器で、補聴器でも心地よく聞く

ことのできる楽曲を演奏して頂きます。
難聴者の場合、それぞれの楽器の合奏となると、音が重

なって不快な不協和音に聞こえることがあります。
今回は、特に、難聴者向きに演奏もアレンジして頂きます。
新しい曲と昔懐かしい曲を織り交ぜた演奏をお楽しみ

下さい。演奏曲が聞こえたら何の曲か当ててみましょう！
また、民謡も入りますので一緒に口ずさんで下さい。


